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pixiv PAYとは



目的
クリエーターが同人誌などの創作物を売る


即売会で使われることを目的とした


キャッシュレス決済サービス



背景
•即売会では現金支払いによるさまざまな不便さがある


•大量のお釣りの準備


•お釣りの煩雑さから1000円などキリ良い金額にせざるを得ない


•売上金の盗難リスク


•海外顧客は日本円現金を準備する必要がある


•世の中のキャッシュレス化、電子決済の普及


•しかし専用の機械が必要などの理由で導入初期費用が高い



pixiv PAYで提供したいサービス（提供済み含む）

•多様な決済方法


•カード決済、コンビニ入金ポイント決済、売上金利用購入


•レジ機能（カード決済以外に、現金会計分も計算可能）


•売り手と買い手をつなぐ機能


•フォロワーにメッセージを送る機能


•決済時にペイッ！って喋る機能


•声優さんに喋ってもらいたい。そしてそれを実装したい。



Rubyで開発することを決めた（Rubyの利点）

•新しい形の決済サービスとして、新機能はどんどん追加したい


•世の中にまだないものを試行錯誤で作り上げていく


•Railsの柔軟さ、開発効率の良さとマッチ


•Rails製のサービスが社内に多くあった


•Railsエンジニアが社内に既に多くいた



Rubyで開発することを決めた（Rubyの課題と懸念）

• 即売会では決済処理は開始直後の短期間に集中する


• 300店の即売会では、開場直後に同時決済数が300近くなる


• 同時に発生する多くの決済リクエストを処理することができるか


• 本発表はこの点に的を絞ってお話しします



pixiv PAY開発スケジュール
• 2017年6月 開発スタート


• 2017年8月 リリース


• Railsエンジニア（とスマホアプリエンジニア）が
社内に既に多くいたのでダッシュで作れた


•リリース後、Railsはほぼ2人で開発



pixiv PAY の機能 (今日現在)
•スマホに入れたpixiv PAYアプリでQRコードで売買


•クレカやPayPalで決済（サーバ側で処理）


•コンビニで入金したポイントで買い物可能


•即売会に特化してスムースに売買できるレジ機能


•複数人で売り子ができるアシスタント機能


•購入者やフォロワーへのメッセージ送信、新着情報お知らせ


•イベント登録機能で参加している売り手を検索可能


•新機能をどんどん追加している



自己紹介
•五十嵐邦明 / twitter: igaiga555


•フリーランス Railsエンジニア


•RubyWorld Conference 2013, 2014年 講演


•島根県Ruby合宿、Rails寺子屋、Rails Girlsなどで講師


•著書「ゼロからわかるRuby超入門」 11/22発売



話者交代



自己紹介

•金川祐太郎 / twitter: orekyuu


•ピクシブ株式会社 Railsエンジニア


•Ruby Business Users Conference 2018年登壇



pixiv MARKET
• 2018年6月 日本初キャッシュレス同人誌即売イベント

pixiv MARKETを開催


• pixiv PAYを体験してもらう環境をつくる


• WiFiも自分たちで設計して提供


• 店舗数を約300に設定





課題

•300店舗同時決済


•開始直後に決済が集中すると予想


•約300決済が同時にくることを想定



pixiv PAY のシステム構成
•Ruby, Rails製


•アプリケーションサーバ3台


•それぞれunicorn workerプロセス数50


• 社内決済基盤サービスを通じて複数の外部決済代行サービスを利用


•クレジットカード, PayPal, コンビニ事前入金ポイント



対応策

•決済処理の高速化


•タイムアウト対策



決済処理の高速化

•決済処理は遅い


•外部サービスAPIを利用するため


•遅いので決済速度の測定から行った



決済速度の測定
•pixivi PAYから社内決済基盤のMock化した決済APIを叩いて、大量の決済リ
クエストを送ったときに遅いところがないかを調べた


•本番のアプリケーションサーバを1台切り離してそこでテストをした


•unicornプロセス数30で25売買(50ユーザー)並列で決済を実行しリクエストか
らレスポンスまでの時間を測定


•測定結果


•約2秒(外部API応答速度とほぼ同等)で返ってきているリクエストが大半だ
が、5秒近くかかっているリクエストがあった。


•決済のSlack通知で詰まっていたのでそこを非同期化して高速化



決済処理時間（高速化後）
•外部APIとの接続が必要なクレジットカード、PayPalは外部APIの処理時間より
短くはできない


•非同期化も検討したがお客様の売買速度は上げらず見送り


•外部APIの処理速度相当の（ほぼ）限界値まで高速化できた


•pixiv PAYの処理速度は以下の通り


•クレジットカード: 1～2秒（外部API1～2秒）


•PayPal: 3～4秒（外部API3～4秒）


•ポイント: 0.2秒（外部API不要）



タイムアウト問題•致命的な問題


•売り手と買い手の間で結果が異なって表示される


•売り手と買い手には売買失敗しているように見えるが、実際は成功し
ているケースも起こりえる


•問題発生していると思われるログで、nginxがステータスコード499を返
していることがあることが分かった


•ステータスコード499とは：Railsサーバが200OKを返すが、クライア
ント側がそれを受け取らずタイムアウトで離脱するケース


•タイムアウトを完全に防ぐ方法はない
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タイムアウト問題の解決方法

•決済APIを以下の2つに分離


•決済API(状態を遷移させる)


•結果確認API(状態遷移なし)



問題を解決したケース(499 Error時)
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問題を解決したケース(通常Error時)
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問題が起きないかを確かめるテスト
•コードを書いて負荷テストを実施


•高負荷時にも問題が起きないことを確認できた


•社内で80人集めて実際のアプリとサーバ環境で
一斉に決済するテストを実施


•エラーがでないことを確認できた



即売会の結果
•即売会開始直後に一気にアクセ
スが増えている


•ピーク時の同時決済数(処理時間
2～4秒)は1分間に80決済


•偏りがあるため、秒間最大の同
時決済処理数は6処理/秒



即売会アクセスデータの結論
•決済API（処理時間2～4秒）は最大80処理/分


•秒間最大の同時決済処理数は6処理/秒


•APサーバー3台合計150Workerに同時決済処理が6処理


•想定よりも少なく、難なく処理を捌くことができた


•決済が集中する開始直後も処理できた


•理論的には、サーバを増やすことでさらに処理できるリクエスト数
を増やせることが分かった




明らかになった技術的課題
•稀に処理に長く時間がかかるリクエストが発生していることが即
売会後のログチェックで明らかになった


•nginxのログを時間のかかったもので降順にソートすると、平常
時と比べて明らかに遅い（2～4秒）ものが見つかった。


•一部のAPIだけでなく全APIで稀に劣化している現象が見られた。


•次のページでQRコード生成APIのログを例に説明します



QRコード生成APIのログ
•ログを遅い順でソートすると2秒以上かかっているものが見つかった。


•普段は0.5秒以下


•QRコード生成APIのログ(遅い順)



仮説: リクエストが多く、Workerを使い果たした？

•Workerを使い果たすケースは考えにくい


• 150Workerを使い切るほどの数のリクエスト
は来ていなかった


•さらに、ピークタイム以外にも悪化している
ケースがあった



仮説: unicornの再起動によって遅くなる？
•unicornが再起動したときに遅くなるケースが発生しうる


•ログからunicorn worker killerによって何度か再起動していることが判明


•unicorn worker killer: リクエスト回数でunicornを再起動する仕組み


•再起動直後のレスポンスは約4秒かかっていた


•mysqlのコネクション作成に時間がかかる？


•ライブラリ読み込みに時間がかかる？


•イベント中はunicornプロセスの定期再起動の抑制などの方法を検討中



仮説: unicornの再起動によって遅くなる？
•unicorn再起動時に遅くなるケースが発生する


•一方でこれだけでは全てのレスポンスタイム
の悪化を説明できない


•ログに残っている悪化しているレスポンスの
数に対して再起動の数が合わない


•他にレスポンスが遅くなる原因がある？



まとめ
•即売会での決済を簡単にするサービスpixiv PAY をRuby, 
Railsを使って開発した


•日本初のキャッシュレス同人誌即売イベントを開催し、
300店舗の決済を処理することができた


•Ruby, Railsを使ったシステムで、サーバを増やすことで
より多くの決済リクエストを処理できる見通しを立てた



宣伝

• 即売会を盛り上げていきたいエンジニアを募集しています


• 私達と一緒にRailsを書きましょう！


